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傾向を示 さない多形性 を示す肉腫の総称 として悪性線





MFHと 診断 された後腹膜腫瘍摘除術5)の5年後 に,
高分化型脂肪肉腫の局所再発を認めたことから脱分化

















の腫瘤 を認め,肺 部分切除術を施行 した.病 理学的に
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　 　 　 　 Thc　tumor　was　yellow　on　cut　surface
　 　 　 　 (arrow).　Arrowhead:spleen.
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た.現在術後9カ 月が経過 し,明 らかな再発は認めて
いない.







り粘液型/小細胞型,高 分化型(脂 肪腫様,硬 化性),
多形型,脱 分化型 に分類される.一方,MFHは1990
年代前半までは,病理学的に分化傾向に乏しい肉腫像
































と高分化型脂肪肉腫 との二重癌 という可能性 より,初
発時の腫瘍が脱分化型脂肪肉腫であ り,周囲に高分化
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